
立

男子 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20ｍ
シャトルラン

50ｍ走 立ち幅とび ボール投げ 体力合計点 女子 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20ｍ
シャトルラン

50ｍ走 立ち幅とび ボール投げ 体力合計点

第１学年 第１学年

第２学年 第２学年

第３学年 第３学年

第４学年 第４学年

第５学年 第５学年

第６学年 第６学年

令和４年度　体育に関する指導改善計画 府中町 府中南 小学校

＜低学年＞

＜中学年＞

＜高学年＞

＜低学年＞

＜低学年＞○ 年間を通して重点項目を「立ち幅跳び」に

定め，児童に一定量の運動量を確保するとと

もに，体を動かす楽しさや喜びを十分に味わ

わせる活動を行った。

○ １学期「ジャンピングジャック」「腕振りスク

ワット」２学期「縄跳びを用いた跳躍運動」３学

期「立ち幅跳びの動き」をそれぞれ体育の学

習導入時に準備運動として行った。

○ 体力テストの結果を分析し，学校全体に

周知することにより，課題を全体で共通認識

し，児童の実態を確認し取組を行った。

○ 体育委員会で「運動チャレンジ」という運

動に親しみをもってもらうための啓発活動を第

５学年を対象に実施した。（新型コロナウイル

ス予防の観点）

令和３年度の重点課題

上記の課題を受けて具体的に
取り組んだ事項

別紙 （参考様式）

令和５年度の

重点目標値

○体力向上を目指している児童（以下の２つの項目で両方ともで肯定的に答える）を50％以上にする。

・運動やスポーツをすることが好き，やや好きと答える児童

・体育の時間等で自分の目標をもって取り組んでいる児童

令和４年度新体力テストの結果（県平均値（令和４年度）・全国平均値（令和３年度）との比較）

平成29年度新体力テストの結果（県平均値（平成28年度）・全国平均値（平成27年度）との比較）
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令和４年度新体力テストの結果（県平均値（令和３年度）・全国平均値（令和２年度）との比較）

運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか 学校独自の意識調査

○ 男子（第5学年）

・「20ｍシャトルラン」，「50m走」において，県平均値かつ全国平均値より低い。

○ 女子（第5学年）

・「50m走」，「ボール投げ」において，県平均値かつ全国平均値より低い。

重点課題
・体育科においては，児童に一定量の運動量を確保するとともに，体を動かす楽しさや喜びを十分
に味わわせることができるよう，教職員が共通意識をもって授業改善に努める。

・年間を通して重点項目を「立ち幅跳び」に定め，「腕ふりスクワット」を体育学習の導入時に準備運
動として行う取組を年間を通して継続的に行う。

重点課題に対応した改善する取組内容及び方法

・体力テストの結果を分析することで，課題を理解し，児童の実態に応じた取組を継続していく。

・体育委員会で「運動チャレンジ」という運動に親しみをもってもらうための啓発活動を全校児童を対

象に実施する。

体育の授業以外で行う取組内容

体育の授業で行う取組内容

男子 好き やや好き やや嫌い 嫌い

第５学年 75.47 20.75 1.89 1.89

女子 好き やや好き やや嫌い 嫌い

第５学年 63.77 24.64 5.80 5.80

○ 男子（第5学年）
・運動やスポーツをすることがややきらい，きらいと答える児童の割合が3.78％（２名）で
ある。（前年比2.72％↓）
○ 女子（第5学年）
・運動やスポーツをすることがややきらい，きらいと答える児童の割合が11.6％（８名）で

ある。（前年比1.08％↑）
○ 全体
・ややきらい，きらいと答える女子の割合が男子の割合よりも多い学年がほとんどであ

る。

情意面での課題

体力面での課題

○ 新体力テストの総合評価(第５学年)のAB

率 47.8％，DE率23.5％である。（（AB-DE）

率24.3％）

○ 全学年の半数以上学年の男女とも，「反
復横跳び」「50m走」が県平均値かつ全国平
均値より低い。

○ 男子は，「上体起こし」，「20ｍシャトルラ
ン」が県平均値かつ全国平均値より低い学年
がある。

○ 女子は，「立ち幅跳び」が県平均値かつ
全国平均値より低い学年がある。

○ 運動習慣に関するアンケートによると，運

動やスポーツをすることがややきらい，きらい

と答える児童の割合が男子が6.5%，女子

10.52％である。


